
 

 

［成果情報名］極早生・極短稈のはと麦新品種候補「東北４号」 

［要約］はと麦「東北４号」は早生の標準品種「はとじろう」より熟期が早く、草丈が短く、

収量性は同等かやや多収である。極短稈であるため、機械収穫作業が容易である。 

［キーワード］はと麦、極早生、極短稈、機械収穫適性  

［担当］東北農研・寒冷地特産作物研究チーム  

［代表連絡先］電話 019-643-3655  

［区分］作物、東北農業・作物（畑作物品種） 

［分類］技術・参考 

-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

はと麦は耐湿性があり湿田でも栽培可能なことから水田転作作物として栽培されている

が、安定供給、収益向上の面から生産力の高い品種が要望されている。はと麦は生育期間

が長いため、東北地方では冷害時に成熟期に達しない場合があり、より熟期の早い品種が

必要である。また、機械収穫をより効率的に行うためにさらに短稈の品種が求められてい

る。そこで、はと麦生産の安定化と省力化を目指し、極早生・極短稈で機械収穫適性の高

い品種を育成する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．「東北４号」は 1995 年に東北農業試験場資源作物育種研究室(現東北農業研究センタ

ー寒冷地特産作物研究チーム)において、早生･短稈の「東北１号」を母本、極早生･極短

稈品種の「オホーツク１号」を父本として交配し、極早生･極短稈を育種目標として系統

育種法によって選抜･固定した系統である。2010 年度における世代は雑種第 15 代である。 

「東北４号」は、育成地では「はとじろう」と比較して次のような特徴がある。  

２．殻実収量は「はとじろう」と同程度かやや多い（表１）。 

３．成熟期は「はとじろう」より 10 日早く、「はとゆたか」より 14 日早い、“早の早”

に属する（表１）。 

４．草丈は「はとじろう」より 19cm 短く、「はとゆたか」より 28cm 短く、“短”に属す

る（表１、写真１）。  

５．百粒重は「はとじろう」、「はとゆたか」より軽く、“中”に属する（表１）。殻実

の色は“茶褐色”であり、殻実の形は「はとじろう」が“長楕円”であるのに対し「東

北４号」は“楕円”である（写真２）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．北海道南部や東北地方、本州高冷地での栽培に適する。 

２．「はとじろう」と同程度に葉枯病に罹病するため、葉枯病の発生する地帯での栽培に

は注意する。発生した場合には、初期にはと麦に登録のある薬剤（ロブラール水和剤（イ

プロジオン水和剤））を散布する。前年に葉枯病発生が発生した圃場では連作を避ける。 

３．水田移植栽培は、直播よりさらに短稈化し、低収となるために適さない。  

４．「はとじろう」などと同程度に脱粒し易いので刈り遅れに注意する。  

５．はと麦は他家受精しやすく、他の品種やジュズダマと容易に自然交雑する。したがっ

て、品種の特性を維持するために採種栽培においては他の品種やジュズダマから隔離し

て栽培する。   



 

 

［具体的データ］ 

表１ はと麦「東北４号」の特性一覧  

系統名 組合わせ

特　性

試験場所

品種･系統名 東北4号 はとじろう はとゆたか 東北4号 ｵﾎｰﾂｸ1号 東北4号 はとじろう 東北4号 はとじろう

形質 (標準) (比較) (標準) (標準) (標準)

出穂期(月日) 7.18 7.25 7.28 8. 4 7.31 8. 5 8.10 7.11 7.16

成熟期(月日) 9.20 9.30 10. 4 10.10 10. 3 9.25 10.10 9.28 10. 2

草丈(cm) 174 193 202 143 131 125 180 111 148

葉枯病発生程度 微 微 微 無 無 微 少 微 微

倒伏程度 微 微 微 無 無 微 少 無 無

脱粒性 易 易 易 － － － － － －

殻実収量(kg/a) 44.4 43.1 51.5 44.3 37.7 32.0 24.0 33.8 38.4

対標準比(%) 103 100 119 117 100 133 100 88 100

百粒重(g) 12.2 12.9 13.7 11.8 11.9 － － 11.5 12.3

ﾘｯﾄﾙ重(g) 506 506 502 490 511 － － 504 494

試験年次

栽培法

播種時期

北海道上ノ国町 宮城県登米市 岐阜県中山間農業研究所

　東北１号×オホーツク１号

長　所　1．熟期が早いため、寒冷地においても安定して成熟する。
2．草丈が短いため、機械収穫作業が容易である。

短　所　1．葉枯病にやや弱い。

　はと麦「東北４号」

東北農業研究センター

2007～2010年 2007～2010年 2009年 2009年

転換畑・直播 畑・直播 畑・直播 畑・直播

4月24日(4カ年の平均) 5月21日(4カ年の平均) 5月21日 5月12日  

 

      

        東北 4 号 はとじろう                  東北 4 号   はとじろう 

写真１ 「東北４号」の草姿        写真２ 「東北４号」の殻実 

 （加藤晶子） 
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